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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
本論文は電子応答性材料として色素増感太陽電池の負極材料として用いられるルテニウム錯体系色

素および正極材料として注目されている導電性高分子材料であるポリチオフェンの合成とその性質を

調べたもので、７章よりなっている。 

前半の章で述べられている新規ルテニウム錯体は色素増感太陽電池用色素として用いることが可能

であり、その錯体を酸化チタン表面に担持する新規な担持方法を見出している。従来のルテニウム錯体

ではカルボキシ基やリン酸基、水酸基、チオール基などの酸化チタン表面と反応する極性官能基を錯体

自体に有していることが必要であったが、本論文の新規ルテニウム錯体は、それらの極性官能基を含ま

ないにもかかわらず、ルテニウム錯体を酸化チタン表面に担持することに成功した。担持方法はカルボ

キシ基やリン酸基、水酸基、チオール基などの極性官能基を酸化チタン表面と直接反応させる従来の方

法とは全く異なる、電気化学的な反応を含む新たな担持方法を開発した。これらの新規ルテニウム錯体

と新規担持方法を組み合わせることにより、カルボキシ基やリン酸基、水酸基、チオール基などの酸化

チタン表面と反応する極性官能基を有することが必要条件であった従来の錯体構造設計の制限をなく

し、色素としてのルテニウム錯体の構造設計範囲が格段に広がることで新たな高性能色素の開発を可能

にした点は非常に重要な成果である。 

後半の章で述べられているポリヘキシルチオフェンは有機機能材料で最も注目されているポリマー

の一つである。ここでは 2つの内容を述べており、一つはヘキシルチオフェンの塩化鉄による酸化重合

で、これまでほとんど検討されてこなかった重合のカイネティクスについて論じられている。塩化鉄に

よる重合法は簡便で、近年さらに見直されていることからも、重合反応機構の解明を目指す本論文は基

礎的で発展性のある重要な内容を含んでいる。重合条件を変えて重合反応を詳細に検討した結果、これ

まで塩化鉄で重合したポリヘキシルチオフェンは多くの塩素を含んでいたが、塩素が少量しか含まれて

いないポリヘキシルチオフェンが得られることを見出す等、塩化鉄による塩素化反応と酸化重合に関す

る新たな興味深い知見が得られている。さらに重合機構を解明するために実施したハロゲン化チオフェ

ンの重合ではジハロゲン化チオフェンが酸化重合で初めて重合する可能性を見出した。この反応は現段

階ではオリゴマー化にとどまっているが、重合機構の検討を詳細に行うことによって新しい縮重合法の

発展につながる可能性がある。 
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これらの研究は学術上、工業上価値あるものであり、また研究者として自立して研究活動を行うに必要

な基礎的な学識と高度の研究能力を有するものと認められる。 

 

２.審査の経過と結果 
（１）平成２５年７月１０日 博士後期課程委員会で学位論文の受理を決定し、5 名がその審査委員と

 して指名された。 
（２）平成２５年８月２２日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）平成２５年９月 ４日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


